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ネカタ（寝方）とスカブラ
最近、とんと聞かなくなった。寿地区が日雇労働者の町としてまだ活気があった頃のことです。早朝の寿地区の日雇職安前広場（保育所の前の広場）は、これから仕事に行く人、仕事を探す人、日雇労働者を手配する人でごった返していた。船舶の仕事の頭とり※１が「ネカタ、ネカタいないか!」と大声をあげて歩きまわっていた。ネカタとは「寝方」と書く。いわば、最初から労働の軽減、免除が約束された員数合わせの要員のことである。ネカタとはよくいったものだと思う。軽妙な呼び名でユーモアを感じさせる。
　さて、寝方のことだが、港湾関係の仕事では、時に請（うけ）と呼ばれる仕事が出ることがある。わかりやすく説明するため例をあげよう。艀（はしけ）の荷物を倉庫に搬入する仕事とする。請負額は150,000円。人工（数）は10人。デズラ（日当）は1人15,000円になる。寝方を3人でその賃金を3,000円とすると、寝方以外の7人の労働者は、15,000円のデズラに5,000円ほどが上乗せされる勘定になる。ネカタでない労働者には高賃金を保障する仕組みでもある。実はそれが本当の狙いなのだろう。
寝方には、高齢者、一人前でない者、病み上がりや怪我で働けない仲間を連れていったりする。頭とりもまたそういう人を選ぶようである。あまり仕事に就けない事情を抱えている人には貴重な収入となる。ネカタは過酷な港湾労働の中で、さりげなくしたたかに共存している。労働現場の必要によって消えたり出現したりする生き物の様でもある。
昨今、「ネカタ」を求める声は聞かなくなった。頭とりもいなくなってしまった。社会の変化もあるだろう。管理が行き届き、現場での自由裁量がなくなったのだろうか。きわどい相互扶助がなくなってしまった。日雇仕事に就くには、これまでも職安を通さない相対の青空市場が多かったが、今は派遣会社や携帯電話も多くなってきたようだ。
　さて、スカブラのこと。寿地区でのことでなく、九州は福岡県の炭鉱での話である。
戦前、戦後の日本の近代化を支えたエネルギーは石炭だった。工業地帯の煙突から吐き出される黒い煙は、復興の象徴ともてはやされもした。50歳代後半や60歳代の人たちは、小学校でストーブの燃料として石炭を使った記憶があるのではないか。日本では特に北海道と九州に大・中・小の炭鉱が多くあった。しかし、1950年から60年にかけて、石炭から石油に代わるエネルギー革命が進み石炭産業は急激に衰退していった。
　石炭産業が盛んで石炭が「黒いダイヤ」と呼ばれた頃、福岡県の七市四郡にまたがる巨大な筑豊炭田にはスカブラ（上野英信氏※2の著書に初出）と呼ばれた一群の人たちがいた。
　スカブラの名前の由来はおおよそこんなことだったと記憶する。炭抗夫たちは、石炭の採掘に坑道深く入っていく。地熱と炭塵（たんじん=石炭を採掘する時に出る塵）が舞う地底の仕事を終えて坑道を出てくる抗夫たちは、身体も顔も汗と炭塵にまみれまだら模様に汚れている。その中に、明らかに他の抗夫と違い炭塵で化粧したように真っ黒になっている人がいた。炭鉱の関係者たちは、その人たちを「スカブラ」と呼んだ。何故、スカブラと呼ばれたのか？スカブラは、坑道に入ってもブラブラして働かないで過ごすから汗をかかない。坑道から出てくる姿はスカッとしていてそれは恰好よかったという。スカッとしてブラブラしているから縮めて「スカッブラ」。やがて「スカブラ」になった。
危険に満ちた地の底で、ツルハシヤやスコップをふるい石炭を掘り、運び出す過酷で激しい労働の中でブラブラしていることがなぜ許されたのだろうか。休憩の時、スカブラは巧みな話術でみんなを和ませ楽しませる。坑道の中はカンテラの明かりだけで気を紛らわせるものは何もない。スカブラの話は暗闇の中の耐えがたい時間に変化と笑いを与えただろう。スカブラが休んだ時は、作業能率は落ち採炭量が減ったという。スカブラは、抗夫たちの地底でのかけがえのない娯楽であり活力源となっていた。スカブラは奇才、異能の持主ともいえ誰もがなれるというものではないだろう。スカブラは地底の厳しい労働の中で産まれ育まれて存在してきたといえるだろうか。また、坑道内の異変を察知し仲間に知らせ避難させることもあったという。懸命に働いている人たちは、坑道内で発生する有毒ガスや、落盤、出水の前兆など回りの危険に気付きにくい。昔、炭鉱夫たちは、有毒ガスに敏感なカナリアを連れて坑道に入ったという。スカブラさんは、意識もせずカナリアの役割もしていたかもしれない。地低深くの事故は多くの犠牲を伴う。1963年の炭塵爆発事故では450人を超える死者と、800人を超える一酸化炭素中毒者を出した。炭鉱と事故はつきもので閉山までなくならなかったという。
　
人間の労働は不思議で、社会にとって本当に必要不可欠な労働ほど蔑まれてきた歴史がある。スカブラやネカタを生んだのは、過酷な肉体労働の中で労働者が発する切ないユーモアと知恵ではなかったろうか。寿ドヤ街で暮らす日雇労働者は、「寄せ場」という労働市場を通し多様な人間関係を結び仕事の情報を得る。「寄せ場」は日雇労働に関わる者たちの巨大な社交場でありサロンでもある。「寄せ場」に行けば生活のきっかけをつかめる。貧しかったが生活をつなぐ関係や助け合いがあった。今、「寄せ場」は小さくなり、多様な人間関係は薄くなって日雇労働者は孤立を深めているように思う。個性豊かなネカタやスカブラを産んだ土壌は失われつつある。以前のことを知る僕にとっては淋しいことではある。
※1　頭とり（あたまとり）。手配師ともいう。その仕事は、日雇労働者を必要とする企業に労働者を紹介、斡旋する役割の人。一人で数社からの依頼を受けて必要な人数をそろえて現場に送り込む。練達の手配師は、専属の労働者をたくさん抱えて、港湾、土木建築の急な需要にも迅速に対応していた。労働者に仕事がない時は生活の面倒もみていた。
※2　福岡県は筑豊の炭鉱で暮らす。作家であり炭抗夫でもあった。僕は、昔読んだスカブラのことが書かれた本の題名を忘れてしまった。インターネットで検索してみたが、可能性がある本として、「追われゆく鉱夫たち」「地の底の笑い話」（各　岩波書店）がある。
　次回は　？　また考えます。
